21期同期会（昭和48年卒業）　33周年を祝う！

去る6月24日、昭和48年に卒業したOld Boys & Girls　21名が集まっての21期同期会が、大阪市天王寺区の都ホテルで開催されました。この同期会は、関西地区に住んでいる者10名ほどでほぼ毎年のように飲み会として行ってきたのですが、21名も集まったのは卒業以来初めてではないかと思います。今回、規模を広げたのは、実は中埜君が府大で学位を取得、有嶋君が麻布大学の獣医学部長就任ということでお祝いも兼ねて33周年の会をやろうということになったものです。当初はお祝い会として企画されたにもかかわらず、祝福を受けるはずのお二人からしっかり参加費を徴収したうえに、プレゼントや花束贈呈もなかったのですから、冷たい仲間たちです。まさにお祝いに名を借りた飲み会の魂胆がありあり。

今回は府大の松尾君、大西君が幹事となって広く連絡網を張り巡らし、出席を呼びかけたところ、こんなに多くの出席者となったわけです。司会進行を私、宮下が、開宴挨拶を松尾君が、乾杯の発声を大西君が受け持ち、宴は和やかな雰囲気のもとで始まりました。最初は久しぶりの対面ということもあってお互いにぎこちなかったものの、徐々に打ち解け盛り上がりをみせ、楽しく飲み、食べ、しゃべる、そして笑うと、３つのテーブルはそれぞれ33年前の学生時代へとUターン。最初は呼び合うのも先生などという敬称まで付けて声をかけていたのが、「さん」、「君」付けに、それもいつしか昔のように呼び捨てに。

座が和んだところで、一人ずつマイクをもっての近況報告をお願いしました。仕事のこと、家庭のこと、趣味のこと、定年後の夢・・・・人生も半ばを過ぎているだけに、それぞれの想いが交錯した報告会となりました。開業しているもの、大学で教えているもの、薬品会社勤務、家庭の主婦、公務員・・・職種は分かれましたが、皆ちょうど一番脂の乗り切った年代ではないでしょうか。

卒業以来初めて顔を合わせたという者もおり、お互いの顔、頭、体形など大きな変貌をとげたものもいますが、不思議に33年前と変化のない者もおり、この違いは何かとずいぶん考えさせられました。ちょうど1時間経ったところでくじ引きによる席替えを行い、できるだけまんべんなく皆と話が出来るようにしました。

あるテーブルでは仕事自慢、別の席では孫自慢と酔うにつれて自慢話も飛び交い、2時間半にもおよぶ宴も終わりに近づきました。最後は東京からはせ参じた山田君が中締めの挨拶を行い、33周年同窓会の幕引きとなりました。二次会はホテルのラウンジと近くのカラオケスナックの二つに分かれて繰り出しました。

幸いなことに同期の37名、まだ誰一人鬼籍に入ったものはなく、次回は全員出席を目指し卒後35周年を盛大に開催したいと思います。今回参加できなかった人は次回の出席を期待します。　（文責：宮下　実）

出席者：大西、土屋、粉川、江馬(新家)、有島、中埜、福本、高橋(井崎)、山田、吉野、永井(林)、米田、竹本、室田、宮下、宮下(新ヶ江）、松尾、松尾(山川）、松本、杉本、貫名　　　　以上２１名

（記念写真を撮ったのですが、この原稿を書きながら写っている人数を数えてみると20人、あれぇ、一人足りないぞ！　誰だ！エスケープしたのは）
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